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技術の概要

港湾等の浚渫に伴って発生する大量の浚渫土をそのまま処分するのでは
なく、本技術では、カルシア系改質材との混合により、強度付加などの土
砂性状の改良・改質や、富栄養物質の発生を抑制し、港湾事業や海域改
善事業に活用可能とするものです。

添付資料

有

●干潟浅場造成材として浚渫土のみで施工する場合に比較して
  ①覆砂の食い込みがなくジオテキスタイルの省略が可能
  ②圧密沈下量が軽減でき、干潟天端高さのメンテナンスが不要
  ③材料強度により自立可能なので法留め潜堤が不要
  ④耐波安定性が向上し浚渫土の流出がない
  ⑤経済性として浚渫土のみで施工する場合に比較して０．７程度
●深堀り窪地部埋戻し材として浚渫土のみで施工する場合に比較して
  ①覆砂なしでリン・硫化水素の発生抑制が可能
  ②耐波安定性が向上し浚渫土の流出がない
  ③覆砂の食い込みがなく、圧密沈下の軽減が可能
  ④凹凸のある表面地形の創出が可能
  ⑤経済性として浚渫土のみで施工する場合に比較して０．７～０．９程度

○本技術は、Ｈ２１年度に環境省の環境
技術実証事業（ＥＴＶ事業）の閉鎖性海域
における水環境改善技術分野において実
証評価実施済


